
日本労働社会学会 第 3３回大会プログラム 

２０２１年１０月２３日（土）～1０月２４日（日） 

 

 

 

第１日 １０月２３日（土） 自由論題報告 

      9：55 ～10：00  代表幹事と開催校からの挨拶 

10：00 ～12：00  自由論題報告Ⅰ コロナ禍、福島原発事故における労働と労働運動 

12：00 ～13：50  総会（昼食含む） 

14：00 ～16：00  自由論題報告Ⅱ 保育労働、高齢者雇用 

          16：20 ～17：40  自由論題報告Ⅲ キャリア、賃金制度 

                   

第２日 １０月２４日（日）シンポジウム 

         10：00 ～10：10  シンポジウム趣旨説明 

10：10 ～12：20  シンポジスト報告 

           12：20 ～13：20 昼食休憩 

13：20 ～14：05  シンポジスト報告・休憩 

14：05 ～14：45 コメント 

14：45 ～16：00  質疑・総括討論 

 

 

 

第33回大会は、zoomを使用したウェブ開催となります。ウェブ開催については、別紙、『ウェブ開催のし

おり』をご覧下さい。 

 

ウェブ開催事務局  伊藤大一(大阪経済大学) 

〒533−8533 大阪府大阪市東淀川区大隅2−2−8 

大阪経済大学 経済学部 

e-mail        t-ito@osaka-ue.ac.jp 

 

なお、非学会員で参加されたい方は、事務局伊藤までメールを下さい。折り返し、zoomの情報をお送りし

ます。 

 

 

日本労働社会学会 学会ホームページ http://www.jals.jp/ 

代表幹事 吉田誠（立命館大学） 

〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町56-1 立命館大学 産業社会学部     

e-mail : makotoy@fc.ritsumei.ac.jp 

事務局長 江頭説子（杏林大学） 

〒181-8611 東京都三鷹市新川6-20-2                        

杏林大学医学部付属病院第2病棟D3階 医学教育学教室内 

e-mail : s-eto@ks.kyorin-u.ac.jp 



大会第 1 日 10 月 23 日（土） 自由論題報告（報告 30 分と質疑 10 分、各々40 分） 

 

1. 代表幹事と開催校からの挨拶（5 分）                   9：55～10：00 

 

2. 自由論題報告 I： コロナ禍、福島原発事故における労働と労働運動     10：00～12：00 

      司会 中囿 桐代（北海学園大学） 

1) 10：00～10：40 コロナ禍における派遣労働者の＜被害の潜在化＞     江頭 説子(杏林大学） 

 

2) 10：40～11：20 コロナ禍における社会運動的労働運動 

―大阪府関係職員労働組合を事例として－  

                                    伊藤 大一（大阪経済大学） 

 

3) 11：20～12：00 「私たち」の災害過程と再生過程 

―福島原発事故に伴う移転再開事業所の職場集団再編― 

吉田 耕平（東京都立大学） 

 

3. 総会（昼食を含む）                               12：00～13：50  

 

4. 自由論題報告Ⅱ：保育労働、高齢者雇用                 14：00～16：00  

      司会 小尾 晴美（中央大学） 

1) 14：00～14：40  市場化過程における保育労働者の集団的発言チャンネルの検討 

―米・在宅保育労働者の組織化事例と日本の地域型保育事業への示唆―  

      萩原 久美子（桃山学院大学） 

 

 

2) 14：40～15：20  保育現場における「不適切な保育」の発生要因とその構造に関する一考察 

    三家本 里美（福島大学） 

 

3) 15：20～16：00  高齢者雇用政策における国の選択―方針、戦略、哲学の滲出―    

高木 朋代（敬愛大学） 

4. 自由論題報告Ⅲ：キャリア、賃金制度                   16：20～17：40 

        司会 松尾 孝一（青山学院大学） 

1) 16：20～17：00  専門職労働における初期キャリア形成要因 

―東京都心地域のオーセンティックバーを事例として―  

関 駿平（慶應義塾大学大学院） 

 

2) 17：00～17：40  横浜船渠の1929 年の「合理的賃銀制度」について   吉田 誠（立命館大学） 

 

 

大会第 2 日 10 月 24 日（日） シンポジウム   



日本における労働教育の現状と課題 

10：00～16：00 

                   司会 清水 友理子（浜松学院大学）・大野 威（立命館大学） 

 

午前の部 10：00～12：40 

 

シンポジウム趣旨説明 10:00～10:10 

 

第 1 報告 労働組合運動で社会を変える１つの方法について 

―コミュニティ・オーガナイジング・キャンペーンからの学び―      

安谷屋 貴子（NPO 法人コミュニティ・オーガナイジング・ジャパン） 

 

（休憩 10：50～10：55） 

 

第 2 報告 米国の「社会的公正を追求する労働運動」を支える労働教育と日本への示唆    

小谷 幸（日本大学） 

 

（休憩 11：35～11：40） 

 

  第 3 報告 労働（法）教育の確かな実施におけるリソースの問題 

―教育アドミニストレーションとフロントラインワークの視点からの考察― 

                                       筒井 美紀（法政大学） 

 

（昼食休憩 12：20～13：20） 

午後の部 13：20～16：00 

 

第 4 報告 ジェンダーの視点からみた若年層への労働教育 

竹信 三恵子（和光大学名誉教授） 

 

（休憩 14：00～14：05） 

 

コメント（14：05～14：45）         兵頭 淳史（専修大学）・野依 智子（福岡女子大学） 

 

質疑および総括討論（14：45～16：00） 
 

 

以上 


